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保険推進委員の活動について
保健推進委員とは

今年度の活動内容について

　今年度は３１名の委員が、自治会長の推薦を受け、町長から委嘱されて活動しています。
　各自治会に１名（人数が多い地区は２～３名）おり、任期は２年間です。
　保健推進委員は、地域と行政をつなぐパイプ役として、地域住民の健康を守るために、健康診査やが
ん検診のお勧め、集団健診時の健康チェックなどの活動を行っています。

　今年度は３回会議を行いました。
　会議では、生活習慣病やボランティアについての講話を聞き、健康に関する知識を高めています。
　また、集団健診や結核・肺がん検診などの保健事業についての説明を受け、各地区で健診の勧奨な
どを行っています。
　意見交換を通して保健事業などへの意見を出すことも行っています。

　２年に１回の研修では、お口から考える健康づくりセミナーに参加し、日鋼記念病院副院長の榊原
先生の歯科に関する講話と、地域おこし協力隊の西川さんの笑医ヨガを体験しました。
　口腔ケアの重要性を学び、ヨガの楽しさを体感することができました。

　5月と11月の集団健診、7月の結核・肺がん検診のチラシを配布し、受診勧奨を行いました。
　健康とようら21計画アンケート調査票の配布と回収を行い、58.4％と高い回収率でした。
　集団健診時に、ベジミル（野菜摂取度測定器）で健康チェックや、受診者のお子さんの見守りを実施
しました。

保健推進委員会議（5月、10月、3月）

研修（6月）

健診の勧奨など

　コロナ禍で人との接触が制限され、活動がで
きない時期もありましたが、徐々に対面や地区
での活動が行えるようになりました。
　保健推進委員の活動にご理解、ご協力をお願
いいたします。
　皆さんも保健推進委員になって、健康につい
て楽しく学んでみませんか！
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